


　ワードのクリップアートを使いましょう。それ以外でも可愛いイラストを沢山お持ちの方は、スキャナーで、読み込んでワードに貼り込みましょう。ワードに貼り込めない人は、印刷会社のオペレーターさんにお願いしましょう。

難しい漢字や単語は、できるだけ避けましょう。難しい漢字を見ただけで頭が痛くなります。

空白行をたくさん入れましょう。ページをめくるスピードが速くなるので、楽に読めます。

これらの小手先の演出だけでも、「この先生は優しい先生だ。良い先生だ」と錯覚してしまうのが人間です。

私自身、丸ゴシック体に変えてから性格がかわったような気がします。本当に不思議です。
第五章 小冊子の完成で安心するな


　毎月の会報新聞でダメを押せ
私は、販促コンサルタントではありませんが、小冊子の原稿をお預かりする時に、次の２つの質問をよくします。
ひとつめは「この小冊子はどのような広告媒体で告知するのですか」ということ。
ふたつめは「会報新聞（ニュースレター）は発行していますか」という質問です。
　成功小冊子の社長様は、会報新聞（ニュースレター）を発行している方が多いと思います。
（チラシ広告／新聞広告）＋（オリジナル小冊子）で
「我が社の広告戦略は完成だ！」と勘違いしている広告主が大勢いるようです。
もうひとつ「縁の下の力持ち」を忘れています。
（チラシ広告／新聞広告）＋（オリジナル小冊子）＋（会報新聞）で
完成です。
（チラシ広告／新聞広告）＋（オリジナル小冊子）で
良いご縁をつくる。
良いご縁を商取引に発展させ、さらにリピートをとるのが
コミュニティー・親しみでいっぱいの（会報新聞）です。
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